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縦 登録されているかどうか確認 

（誤記や記載もれを発見したと

覧 きは期間内に異議申出する） 

月 30 日 登確永久選挙人名簿の登録資格者が
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一
 

こ
れ
ま
で
、
毎
年
九
月
十
五

日
現
在
で
調
製
さ
れ
て
い
た
、
 

基
本
選
挙
人
名
簿
と
、
選
挙
の

つ
ど
、
申
請
に
よ
り
調
製
さ
れ

て
い
た
。
補
充
選
挙
人
名
簿
の

制
度
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
毎
年
作
り
直
さ
れ

て
い
た
ノ
ー
ト
式
の
名
簿
を
、
 

カ
ー
ド
式
の
永
久
名
簿
に
し
よ

う
と
い
う
も
の
で
す
。
 

居
住
は
三
か
月
以
上
 

六
月
二
十
日
現
在
で
調
査
を

進
め
て
お
り
ま
す
が
、
住
所
の

要
件
は
、
従
来
通
り
三
か
月
以

上
の
居
住
者
、
す
な
わ
ち
、
三

月
二
十
日
以
前
か
ら
五
所
川
原

市
に
居
住
し
て
い
る
方
で
す
。
 

満
ニ
十
歳
以
上
の
方
 

年
令
要
件
は
、
九
月
三
十
日

で
、
満
二
十
歳
と
な
っ
て
い
る

方
で
す
か
ら
、
法
律
的
に
は
誕

生
日
の
前
日
で
、
満
年
令

一
年

と
数
え
ま
す
か
ら
、
十
月
一
日

生
ま
れ
も
含
み
ま
す
。
 

以
上
の
資
格
が
あ
る
方
は
、
 

こ
ん
ど
の
永
久
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
 

こ
の
名
簿
は
、
九
月
三
十
日

に
確
定
し
秋
に
執
行
さ
れ
る
予

定
の
市
長
選
挙
に
使
用
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

な
お
、
 一
応
、
住
民
票
と
か

あ
ら
ゆ
る
方
法
で
調
査
し
、
登

録
い
た
し
ま
し
た
が
、
住
民
登

録
の
し
て
い
な
い
方
ゃ
、
住
民

登
録
の
し
て
あ
る
と
こ
ろ
と
、
 

変
更
手
続
を
し
て
い
な
い
で
居

住
し
て
い
る
方
等
は
、
誤
載
さ

れ
た
り
、
調
査
の
際
、
不
明
の

た
め
脱
落
し
た
り
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
か
ら
、
心
あ
た
り
の

方
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で

申
し
出
で
く
だ
さ
い
。
 

記
載
さ
れ
て
い

る
か
 

確
認
（
縦

覧
期
間
）
 

八
月
二
十
六
日
か
ら
九
月
九

日
ま
で
の
十
五
日
間
、
日
曜
日

土
曜
日
の
午
後
で
も
、
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局
で
名
簿
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

も
し
、
記
載
の
誤
り
や
、
漏

れ
が
あ
れ
ば
、
異
議
の
申
し
出

で
が
で
き
ま
す
。
 

こ
の
期
間
（
九
月
十
日
以
後
 
 

）
が
過
ぎ
る
と
、
異
議
の
申
し

出
で
も
、
訂
正
す
る
こ
と
も
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
そ
の
後
、
 

発
見
し
て
も
、
こ
の
期
間
に
申

し
出
で
な
け
れ
ば
、
つ
ぎ
の
追

加
登
録
ま
で
、
選
挙
権
の
行
使

は
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、
お
気
の

毒
で
す
が
、
漏
れ
て
い
る
方
は

秋
に
予
定
さ
れ
て
い
る
、
市
長

選
挙
の
選
挙
権
の
行
使
も
、
で

き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

住
民
登
録
を
し
て
い
な
い

が
、
三
か
月
以
上
居
住
し

て
い
る
方
は
ノ

・
 

五
所
川
原
市
に
、
三
月
二
十

日
以
前
か
ら
居
住
し
て
い
る
が

住
民
登
録
も
し
て
い
な
い
し
、
 

そ
の
他
、
 一
切
正
規
の
手
続
き

を
市
役
所
に
し
て
い
な
い
方
は

す
ぐ
住
民
登
録
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
 

そ
し
て
、
現
住
所
に
三
か
月

以
上
、
住
ん
で
い
る
こ
と
を
証

明
で
き
る
電
気
、
ガ
ス
等
の
公

共
料
金
の
領
収
書
ゃ
、
家
賃
の

受
取
り
、
手
紙
等
を
持
参
す
れ

ぱ
、
申
し
出
で
は
受
け
つ
け
ら

れ
ま
す

o
 

三
月
ニ
十
一
日
以
後
の
転

入
者
は
／
 

三
月
二
十
日
以
前
よ
り
、
」ハ

月
二
十
日
現
在
ま
で
、
五
所
川

原
市
に
住
ん
で
い
る
方
に
の
み
 

一
 

登
録
資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
か

ら
、
三
月
二
十
一
日
以
降
か
ら

の
居
住
で
す
か
ら
、
三
か
月
に

満
た
な
い
の
で
、
前
住
所
地
に

も
、
五
所
川
原
市
に
も
登
録
で

き
ま
せ
ん
か
ら
、
ど
ち
ら
に
も

選
挙
権
の
行
使
は
で
き
ま
せ
ん

今
後
は
、
申
告
制
度
に
な
り

ま
す
か
ら
、
転
入
者
等
は
、
選

挙
管
理
委
員
会
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。
 

申
し
出
で
し
な
け
れ
ば
、
永

久
に
選
挙
権
の
行
使
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。
 

申
出
用
紙
は
、
選
挙
管
理
委

員
会
に
あ
り
ま
す
。
 
（印
か
ん

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）
 

投
票
区
の
増
設
 

千
鳥
町
に
集
会
所
が
建
設
完

成
し
ま
し
た
の
で
、
千
鳥
町
と

湊
（
さ
か
え
保
育
園
以
北
）
を

合
併
し
た
投
票
区
を
増
設
し
ま

し
た
か
ら
、
秋
の
市
長
選
挙
か

ら
、
千
鳥
町
集
会
所
か
、
投
票

所
と
な
り
ま
す
。
 

縦
覧

は

8
月

2
6
日
か
ら
 



・

行
政
の
相
談
、
要
望
は

…
・

行
政
相
談
員
に
 

行
政
に
つ
い
て
の
苦
情
や
意

見
、
要
望
な
ど
を
き
き
、
こ
れ

を
解
決
し
、
行
政
の
民
主
化
を

図
る
た
め
、
当
市
に
青
森
行
政

監
察
局
か
ら
、
行
政
相
談
員
が

一
一人
委
嘱
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

行
政
相
談
員
は
、
無
料
で
し

か
も
秘
密
を
守
っ
て
相
談
に
の

っ
て
く
れ
ま
す
。
 

明
か
る
い
生
活
を
お
く
る
た

め
、
大
い
に
利
用
い
た
し
ま
し

よ
う
。
 

当
市
の
行
政
相
談
員
は
、
つ

ぎ
の
方
女
で
す
。
 

五
所
川
原
市
敷
島
町
 
小
島

医
院
内
 
小
 
島
 
ト
 
シ

五
所
川
原
市
三
ッ
谷
 

坂
 
本
 
甚
 
作
 

・

N
H
K
受
信
料
 

の
割
引
制
度
 

受
信
料
は
、
二
か
月
を

一
期

と
し
て
、
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る

方
（
契
約
甲
）
は
六
百
六
十
円

ラ
ジ
オ
だ
け
を
聞
い
て
い
る
方
 

（契
約
乙

）
は
百
円
を
支
払

っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
一

年
分
、
ま
た
は
半
年
分
前
払
い
 
 

し
ま
す
と
、
割
引
き
に
な
り
ま
 

す
か
ら
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

◇
一
年
分
前
納
◇
 

甲
 
三
、
九
六
〇
円
 

の
と
こ
ろ
三
、
六
三
〇
円
 

乙
 
六
〇
〇
円
 

の
と
こ
ろ
五
五
〇
円
 

◇
半
年
分
前
納
◇
 

甲
 

一
、
九
八
〇
円
 

の
と
こ
ろ
一
、
八
一
一
〇
円
 

乙
 
三
〇
〇
円
 

の
と
こ
ろ
二
八
〇
円
 

・

漂
流
物
を
拾
 

つ
た
方
へ
 

漂
流
物
を
拾
得
し
た
と
き
は

所
有
者
が
は
っ
き
り
し
て
い
る

と
き
は
、
所
有
者
に
引
き
渡
し

て
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
所
有
者
が
わ
か
ら
な

い
も
の
は
、
市
長
に
届
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
万

一
、
不

正
行
為
が
お
こ
な
わ
れ
た
と
き

は
、
法
律
に
よ
っ
て
罰
則
が
適

用
さ
れ
ま
す
の
で
く
れ
ぐ
れ
も

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

漂
流
物
の
拾
得
届
は
、
市
役

所
総
務
課
、
ま
た
は
支
所
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 
 

由
］

へ
【
反
士
口

ノ
 

・

羽
〈
ー／
か
艮
ニ
」
ロ
、
 

、
‘

u
【」
ノ
 

ー
 
L
‘
 

・
 

山
は
う
つ
く
し
い
草
木
が
生

え
、
わ
た
く
し
達
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
、
水
資
源
を
保
安
し
て

お
り
ま
す
。
 

し
か
し
、
飯
詰
山
、
坪
毛
沢

の
約
三
十
紛
に
お
よ
ぷ
山
は
、
 

山
肌
も
あ
ら
わ
に
し
た
大
崩
壊

地
が
、
た
え
ず
、
下
流
の
川
や

溜
池
を
土
砂
で
つ
ぶ
す
と
い
う

状
態
で
し
た
。
こ
う
し
た
土
砂

の
流
出
を
防
ぎ
、
水
源
を
確
保

し
よ
う
と
、
営
林
署
で
は
、
三

十
五
年
か
ら
堰
堤
を
作
り
復
旧

し
よ
う
と
し
た
が
、
あ
ま
り
に

も
大
き
な
崩
壊
の
た
め
、
復
旧

す
る
に
は
根
本
的
な
復
旧
計
画

を
樹
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

し
、
金
木
営
林
署
飯
詰
治
山
事
 

・

農
地
報
償
業
 

務
室
か
ら
 

農
地
報
償
請
求
は
、
昨
年
八

月
か
ら
、

五
百
五
十
件
の
受

け
つ
 
け
を
し
ま
し
た
が
、

ま

だ
、
約
四
割
の
未
請
求
が
あ
る

よ
う
で
す
。
請
求
期
限
も
、
あ

と
七
カ
月
と
せ
ま
り
ま
し
た
の

で
、
早
め
に
書
類
を
作
成
し
て

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
 

く
わ
し
い
こ
と
は
、
業
務
室

で
説
明
し
ま
す
か
ら
、
お
気
軽

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
 

・

住
所
が
変
つ
た
ら
 

郵
便
局
へ
も
 

住
所
が
変
っ
た
ら
、
旧
住
所

の
配
達
受
持
の
郵
便
局

へ
、
転

居
届
を
だ
し
ま
し
ょ
う
。
 

転
居
届
を
だ
し
て
お
か
な
い

と
、
旧
住
所
あ
て
の
郵
便
物
は

差
田
人
に
も
ど
さ
れ
ま
す
。
 

転
居
届
の
用
紙
は
、
郵
便
局

の
ほ
か
に
、
市
役
所
市
民
課
の

窓
ロ
に
備
え
て
お
り
ま
す
‘
 

な
お
、
転
居
届
に
よ
っ
て
郵

便
物
を
転
送
す
る
期
間
は
、

一

年
間
で
す
か
ら
、
で
き
る
だ
け

早
く
、
通
信
先
に
住
所
の
変
っ

た
こ
と
を
、
お
知
ら
せ
し
ま
し
 

よ
武
ノ
。
 

業
所
は
、
三
十
八
年
か
ら
三
十

九
年
に
か
け
て
、
飯
詰
か
ら
坪

毛
沢
ま
で
の
八
キ
ロ
HM
に
お
よ

ぷ
材
料
運
搬
道
路
を
作
り
、
 一

億
円
を
投
じ
て
、
い
ま
山
腹
工

事
を
進
め
て
お
り
、
着
4
と
そ
 

ー
の
効
果
が
あ
ら
わ
れ
て
お
り
ま

す
。
 こ
れ
が
完
成
す
る
四
十
四

年
に
は
、
あ
の
大
崩
壊
地
も
美

し
い
山
と
な
り
ま
し
よ
う
。
 

・

進
ん
で
う
け
よ
う

結
核
検
診
 

結
核
を
減
ら
す
に
は
、
患
者

の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
、
感

染
源
の
隔
離
、
未
感
染
者
の
予

防
接
種
が
大
切
で
す
。
 

結
核
は
、
自
覚
症
状
に
と
ぼ

し
く
、
よ
ほ
ど
進
行
し
な
い
と

か
か
っ
て
い
て
も
わ
か
ら
な
い

こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
 

つ
ぎ
の
コ

ー
ス
で
、
レ
ン
ト

ゲ
ン
車
が
ま
わ
り
ま
す
。
無
料

で
、
着
た
ま
ま
で
み
て
も
ら
え

ま
す
か
ら
、
ど
ち
ら
さ
ま
も
検

診
を
う
け
、
結
核
を
な
く
し
ま

し
ょ
う
。
 

◇
8
月
2
9日
（
月
）
 

▽
水
野
尾
農
協
前
（
9
時
3
0
 

分
ー
1
0時
3
0分
）
）
▽
福
岡
片

岡
清
英
宅
前
（
1
0時
4
5分
ー
1
2
 

時
3
0分
）
▽
稲
実
十
字
路
（
2
 

時
1
3
時
）
▽
姥
落
神
社
前
（
 

3
時
1
5分
1
4
時
）
 

◇
8
月
3
0日
 
（
火）
 

▽
沖
飯
詰
十
字
路
（
9
時
3
0
 

分
ー
1
0時
）
▽
桜
田
笠
井
定
一
 

(1
0時
2
0分
ー
1
1時
3
0分
）
▽

毘
沙
門
入
ロ
（
1
時
1
1
時
3
0
 

分
）
▽
毘
沙
門
太
田
宅
前
（

1
 

時
4
0分
1
2
時
3
0分
）
▽
長
富

集
会
所
（
2
時
4
0分
1
4
時
）
 

・

福
祉
会
館
の
電
話
は
 

ニ
七
三

一
番
 

ひ
ま
わ
り
児
童
館
の
電
話
（
 

二
七
三
一
番
）
 
は
、八
月
十
七

日
か
ら
、
福
祉
会
館
に
移
転
い

‘
 

た
し
ま
し
た
。
 

今
後
、
ひ
ま
わ
り
児
童
館
へ

電
話
す
る
と
き
は
、
く
る
み
園
 

（
二
七
二
一
番
）
 
に
ご連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。
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